
第 48期決算公告 平成23年12月７日
インド共和国マハラシュトラ州プーネ、
オフナガーロード、ＭＩＤＣ、区画４番、
カラディ、ゼンサー・ナレッジ・パーク
ゼンサー・テクノロジー・リミテッド
代表取締役 ガネーシュ・ナタラジャン
貸借対照表の要旨(平成23年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の

部

資

産

流 動 資 産 4,200,521
固 定 資 産 1,850,162
投資、その他の資産 776,688
合 計 6,827,371

純
資
産
の
部

負

債

及

び

負 債 合 計 0
株 主 資 本 6,827,371
資 本 金 805,652
資 本 剰 余 金 108,340
利 益 剰 余 金 5,913,379
(当期純利益) (1,646,080)
純資産合計 6,827,371
合 計 6,827,371

第 19 期 決 算 公 告
平成 23年 12月７日

東京都港区西麻布三丁目17番26号
株式会社ロワートップ
代表取締役 原 正蔵

貸借対照表の要旨
(平成23年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 283,215
固 定 資 産 1,483,193
資 産 合 計 1,766,409

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 80,279
(うち賞与引当金) (495)
固 定 負 債 400,816
株 主 資 本 1,285,312
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 1,275,312
その他利益剰余金 1,275,312
(うち当期純損失) (75,383)
負債・純資産合計 1,766,409

第３期決算公告 平成23年12月７日

群馬県前橋市大友町一丁目５番地１

株式会社カーブスホールディングス
代表取締役 腰ˆ 修

貸借対照表の要旨(平成23年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 373,320
固 定 資 産 2,114,972
合 計 2,488,293

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 320,006
固 定 負 債 1,325,000
株 主 資 本 843,286
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 823,286
その他利益剰余金 823,286
(うち当期純利益) (842,451)
合 計 2,488,293

平成™š年˜™月�日 水曜日 (号外第™�š号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
公
社
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日
広
島
県
知

事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
公
社
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
二

月
六
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

広
島
県
竹
原
市
中
央
五
丁
目
一
番
三
五
号

竹
原
市
土
地
開
発
公
社

清
算
人

三
好

晶
伸

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
三
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
二

月
五
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

福
岡
県
築
上
郡
築
上
町
大
字
小
原
九
九
七
番
地
一

農
事
組
合
法
人
小
原
農
事
利
用
組
合

清
算
人

田
中

廣
幸

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
存
続
期
間
の
満
了
に
よ
り
、
平
成
二
十
三

年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十

三
年
十
二
月
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

滋
賀
県
大
津
市
御
陵
町
三
番
一

財
団
法
人
大
津
市
産
業
廃
棄
物
処
理
公
社

代
表
清
算
人

目
¢

信

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
開
催
の

社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三

年
十
二
月
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

大
阪
府
豊
中
市
庄
内
幸
町
二
丁
目
二
三
番
三
〇
号

社
団
法
人
大
阪
府
治
療
師
会

代
表
清
算
人

田
窪

重
実

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
公
社
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
八
日
高
知
県
知
事

の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
公
社
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月

五
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

高
知
県
香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
一
丁
目
二
番
一

号

香
美
市
土
地
開
発
公
社

清
算
人

明
石

猛

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
存
続
期
間
の
満
了
に
よ
り
、
平
成
二
十
三

年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十

三
年
十
二
月
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

福
岡
市
博
多
区
堅
粕
一
丁
目
二
九
番
一
号
福
岡
県

立
福
岡
高
等
学
校
内

財
団
法
人
県
立
福
高
協
会

代
表
清
算
人

藤

和
義

配
当
公
告

群
馬
県
高
崎
市
倉
賀
野
町
三
四
〇
九
番
地
の
五

破
産
者

株
式
会
社
エ
ス
マ
ッ
ク

右
の
者
に
対
す
る
前
橋
地
方
裁
判
所
高
崎
支
部
平
成
二

十
一
年
（
フ
）
第
四
五
七
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行

う
の
で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
三
、
六
六
七
、
〇
六
八
、
一
九
九
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
八
七
、
一
二
三
、
三
九
〇
円

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

群
馬
県
高
崎
市
金
古
町
一
二
二
一
番
地

破
産
管
財
人

小
此
木

清

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
埼
玉
県
越
谷
市
谷
中
町
四
丁
目
一
七
一
番
地
、

最
後
の
住
所
群
馬
県
桐
生
市
菱
町
四
丁
目
二
四
七
二

番
地
の
二
〇

被
相
続
人

亡

齋
藤

久
雄

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

事
務
所
群
馬
県
桐
生
市
巴
町
二
丁
目
一
八
二
一
番

地
根
岸
ビ
ル
二
・
三
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

久
保
田
寿
栄

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
分
県
豊
後
大
野
市
大
野
町
田
中
二
九
〇
六
番

地
、
最
後
の
住
所
埼
玉
県
狭
山
市
大
字
東
三
ツ
木
二

四
八
番
地
の
二
三

被
相
続
人

亡

奏

茂

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
水
野
八
一
八
番
地
の
七

狭

山
南
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

町
田
冨
士
雄

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
練
馬
区
石
神
井
町
三
丁
目
一
三
三
五
番

地
、
最
後
の
住
所
千
葉
県
木
更
津
市
真
舟
一
丁
目
八

番
八
号

被
相
続
人

亡

佐
藤

成
治

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

事
務
所
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
二
四
番
一

号
西
新
宿
三
井
ビ
ル
一
五
〇
四
号
室
田
原
大
三
郎

法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

島
田
進
一
郎

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
東
大
和
市
桜
が
丘
二
丁
目
二
二
四
番
地

一
、
最
後
の
住
所
東
京
都
東
大
和
市
桜
が
丘
二
丁
目

二
二
四
番
地
の
一
コ
ス
モ
・
ザ
・
パ
ー
ク
ス
玉
川
上

水
八
〇
八

被
相
続
人

亡

大
橋

仁

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
七
番
三
号
三
雄
ビ
ル

六
階
大
田
黒
昔
生
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

大
田
黒
昔
生

œ�
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